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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国をはじめとした新興国経済の減速傾向が落ち着

きを見せはじめ、生産や輸出に持ち直しの動きが見られたことなどからも、景気は引き続き緩やかな回復

基調で推移いたしました。一方、企業業績が堅調に推移する中、雇用・所得環境の改善は続いているもの

の、個人消費の促進や物価安定目標の実現は力強さを欠いており、所得から支出への循環に対する停滞感

や、政治的な不安定要素が見られることから、業況判断は慎重姿勢となっております。 

建設業界におきましては、昨年度と同水準の公共事業関係費が予算化されており、オリンピックや震災

復旧・創生関連投資等も相まって、事業環境は堅調に推移しているものの、就労人口や技能労働者不足は

一層深刻化しており、高止まり傾向にある建設コストの吸収などで、収益確保の面では厳しい状況が続い

ております。 

 

このような状況の中、当社グループは「中期経営計画『Next Stage 2018』（2016～2018）」の２年目とし

て、引き続き経営の合理化・効率化を推進し、経営資源を最大限に活かして、より一層の収益力向上に努

めております。 

その結果、当第１四半期の連結業績につきましては、受注高は 85 億６千３百万円（対前年同期比 9.6％

減）、売上高は 85億９千７百万円（対前年同期比 3.2％減）となりました。 

利益につきましては、営業損益は７千９百万円の営業損失（前年同期は３千９百万円の営業損失）、経常

損益は５千２百万円の経常利益（前年同期は９千２百万円の経常利益）、親会社株主に帰属する四半期純損

益は４千３百万円の四半期純利益（前年同期は５千万円の四半期純利益）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ 50 億７千８百万円減少

し、627 億３百万円となりました。（未成工事支出金で 14 億４千２百万円の増加、受取手形・完成工事未

収入金等で 69億４千６百万円の減少） 

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ 51億３千９百万円減少し、199 億６千万円となりました。

（支払手形・工事未払金等で 24億７千１百万円の減少、未払法人税等で 15 億１千７百万円の減少） 

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ６千１百万円増加し、427 億４千３百万円となりまし

た。（その他有価証券評価差額金で３億９千４百万円の増加、利益剰余金で３億３千３百万円の減少） 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 30 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 29 年５月 10 日に公表いたしました連結業績予想

に変更はありません。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

３.　補足情報

部門別受注高及び売上高

前第１四半期連結累計期間(自　平成28年4月1日　至　平成28年6月30日)

(電気設備工事業） (電気設備工事業）

当第１四半期連結累計期間(自　平成29年4月1日　至　平成29年6月30日)

(電気設備工事業） (電気設備工事業）

前第２四半期連結会計期間より、当社事業本部の組織改正を行ったことに伴い、従来、電気設備工事業

の「送電線」に含まれていた一部業務を「鉄道電気設備」に、「道路設備」に含まれていた一部業務を

「屋内外電気設備」に変更いたしました。この変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間の受

注高・売上高の組替えを行っております。

4,116,019

(兼業事業)

8.8755,094

合 計 8,563,636

％

60.4

7.5

当四半期

11.8

97,384

8,885,949

7.0

100.0

1.1

受　注　高 売　上　高

平成29年3月期

第１四半期

前年同四半期

構成比率平成29年3月期

前年同四半期

100.0 合 計 100.0

1.2

8,597,469

(不動産賃貸事業) 103,502

14.8

90.9

1,274,852

677,203 7.9

送 電 線

小　　　　　計 7,816,763

16.9

(兼業事業)

送 電 線

20.1

構成比率

％

第１四半期

千円

道 路 設 備

屋内外電気設備

屋内外電気設備

1,449,826

334,941 3.9屋内外電気設備

23.4 屋内外電気設備

第１四半期

43.4

道 路 設 備

平成30年3月期

625,538

鉄 道 電 気 設 備

1,900,313

千円

1,048,005

5,369,797

送 電 線 13.1

鉄 道 電 気 設 備

664,198

2,212,789

91.9

12.2

小 計 8,163,026

送 電 線 1,081,0241,239,872

(不動産賃貸事業)

道 路 設 備

合 計 9,468,994

鉄 道 電 気 設 備

売　上　高

道 路 設 備 2,053,015

受　注　高

構成比率

55.2

％

第１四半期

100.0

24.0 8.0

千円 ％

鉄 道 電 気 設 備 5,099,432

687,383

合 計

当四半期

平成30年3月期

4,725,853

千円

59.3

構成比率

日本リーテック㈱1938　平成30年３月期　第１四半期決算短信

－7－




